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１．問題と目的
今日，学級の荒れやいじめなどの問題が多発し，それ
に伴って，児童・生徒（以下，生徒という）の自殺者数
がここ数年では年間約250人を超えており，大きな社会
問題となっている。このため，生徒の人間性や道徳性の
教育が緊急の課題となっている。2014年現在，わが国の
教育政策に関する中央教育審議会報告「現在の教育に関
する主な教育課題」（文部科学省，2014）によると，人
間性や道徳性に関する教育課題としては，「規範意識」「特
別支援教育」「小・中学校の指導体制」「いじめ等生徒の
問題行動」「不登校生徒」などが挙げられている。友人
とのトラブルなど，人間関係を中心とした道徳性に関す
るこれらの課題は，マスコミでも多く取り上げられ，社
会現象として扱われることが多い。
学校現場においては，道徳性や人間関係を中心とした
学級経営上の問題は担任教師にとって極めて大きな課題
である。学級経営は学習指導のベースとなる環境づくり
となるため，生徒が学校生活を営む上で重要である。学
級経営がうまくいくことで生活指導や学習指導が効果的
におこなわれることが多く（岸田，1984，竹村，2010），
いわば学校生活の基底にあるものが学級経営だと位置づ
けられる。
わが国の学級集団のあり方は，すべての学習活動も学
校行事活動も学級集団を単位とした活動であり，学級内
の交流密度が高く，他の国には例をみないような独特な
ものである。教師は，学習指導と生活指導の双方を統合
しておこない，生徒たちは，40人という固定された生徒
たちによって，少なくとも１年間は生活と学習活動をと
もにする。このような状態のもとで，学級内の人間関係
は非常に濃いものとなり，生徒たち同士の人間関係の良
し悪しが学級への適応の問題，学級の雰囲気や学習の理
解度に大きな影響を及ぼす。ところが，実際にそうした
学級経営がうまくいかないことから，生徒間や生徒－教
師間の人間関係が不調となり，学級や学校が荒れていく
事例が多く見られており，そのことが引いては学級崩壊
や不登校を引き起こしているのが現状である。
それでは，戦後の日本の学校問題には，それぞれの時
代ごとに特色があった。戦後の1960年代から70年代にか
けての高度経済成長期においては，わが国は世界の工場
的な役割を担っており，そうした工場で働くのにすぐに
役立つある程度の知識をもつた生徒や学生を育成し教育
することが教育の目的とされ，そのために比較的に管理
教育の傾向が強かったといわれている。社会的背景とし
て，学生運動の先鋭化，高度経済成長の行き詰まりと一
部労働運動の活発化という社会的経緯がある。政府・産
業界としても，国民のあり方として，生徒が従順で均一
な労働者に育ってくれることを望んでおり，また，教育
現場においても生徒数の増加等を背景とし，指導がしや
すいような協調性や団結力をしつけようとしていた。そ
創発学級を導く学級経営の方法の開発
蘭　　　千　壽
千葉大学・教育学部
Development of classroom management methods 
that lead to emergent classroom
ARARAGI Chitoshi
Faculty of Education, Chiba University
　本研究は，創発学級を導く教師の学級経営の方法について開発することを目的とした。研究協力者は72人の現職教
員。研究方法は次の３つの手続きであった。①創発学級に関する概念や創発学級事例に関する説明。②創発学級につ
き十分に理解したことを確認した上で，協力者自身が導いたと思われる創発学級事例についての記述。③記述事例か
ら創発学級を導いたと思われる事例，あるいは部分的に創発的な生徒の活動がみられた事例の選択。得られた結果は
次の通りであった。まず，小学校・中学校・高校の校種の別，教師の性別，生徒たちの様子や指導方法で傾向の違う
９事例を抽出し，分析の対象とした。取り上げられた事例は３つの経営方法に分けられた。「承認・信頼関係重視型」
事例は，初めに教師が面談等で入手した情報や日頃の観察から生徒たちを承認し，彼らとの信頼関係を築く取組みを
おこない，信頼関係を軸に創発学級を導いた。「生徒リーダー育成型」事例は，教師が生徒リーダーを見極め役割を
付与することで，そのリーダーを中心として創発学級を導くものであった。そして「リーダーシップ移行型」事例は，
学級状況が比較的に良好な場合において，教師がリーダーシップを発揮してルールづくりや意識づけをおこなうこと
で，生徒に主体性を持たせ，生徒主体の創発学級を導くものであった。これより，創発学級を導く教師の学級経営の
３つの方法が明らかにされた。
キーワード：学級経営（classroom manegement）　創発学級（emergent classroom）　安心学級（secure classroom）
承認（approval）　信頼（trust）　教師の指導タイプ（directive type of teacher）
 
連絡先著者：蘭　千壽　YFA64791@nifty.com
９Q文字
寸法確認
千葉大学教育学部研究紀要　第64巻　Ⅰ：教育科学系
─ 266 ─
の過程の一方において，管理教育と批判されていた。
1970年代後半から80年代前半にかけては，校内暴力が
多発し，社会問題化した。もちろん，過激な受験競争が
それらに拍車をかけたことは否めない。校内暴力が多発
した要因の一つに徹底された管理教育があると考えられ，
威圧的な教育姿勢に対する反発から全国に連鎖したとも
考えられている。80年代後半になると校内暴力は減少し
たが，代わっていじめや不登校という問題が騒がれるよ
うになった。戦後の揺るぎのない社会体制や教育体制が
構築され，それぞれの地域や家庭での生活においても以
前とは比べものにならないほど利便性の高いものとなり，
不自由さの少ないものとなっていった。そのことが，生
徒期の子どもたちにとって，親の労働や生活上の手伝い
をする機会を失い，所与の社会・生活環境，教育環境に
適応するだけの存在となった。90年代には不登校者数は
急増し，2000年代にはネット社会の出現により教師や親
の目が届かないネットを利用した（ネット上のグループ
などの）交友関係が出現したり，新しい形の（ネット）
いじめも増え，ネット利用に対する管理的指導も強化さ
れた。また，近年では教師による体罰問題がマスコミに
取り上げられ，体罰問題が表面化し，行き過ぎた管理教
育をおこなう教師への批判も強まった。これらの経緯に
ついて，キーワードで下記の表１に示している。
表１　わが国の戦後の各時代における学校教育の問
題のキーワード
1970年代 1980年代 1990年代 2000年代 2010年以降
・管理的義
務教育
・校内暴力
の多発
・管理教育
の強化
・ 不 登 校・
いじめの
多発
・ゆとり教
育
・ネットい
じめ
・体罰問題
の表面化
・管理教育
への批判
2000年以降，世界はグローバル化時代に突入し，世界
のそれぞれの分野が直接的に競争する大競争時代となり，
わが国でもより創造的でより個性的なものが求められる
ようになった。社会においても，かつてのような従順で
均一な労働ができる労働者ではなく，新しい状況に柔軟
に対応できる新しい知識をもち，新規な状況を切り開く，
個性的で創造的なコミュニケーション能力の高い人材が
求められるようになった。教育においては，これまでの
知識理解重視から，コミュニケーションによる創造性を
重視したものへ変更されるようになった。学級経営にお
いても，これまでの管理型学級経営は生徒の創造性を伸
ばすには不向きであり，生徒の創造性や個性を伸ばすこ
とのできる新しい形の学級経営が求められている。この
ような時代の経緯を踏まえて，生徒たちの自律性や創発
性を育成するための新たな学級モデルすなわち創発学級
モデルが蘭・高橋（2008）によって提唱されている。
これまで，蘭・高橋（2008）は学生たちの学級経験に
ついての報告に基づき，学級タイプを分類している。「開
かれた－閉じられた」学級というキーワードをもとに，
学級事例を想起させたところ，そこに登場する生徒と教
師の関係性や，記述者（学生）が感じた教室の雰囲気や
イメージは，学級が「動的・活動的」─「静的・消極的」
という活動性の次元と，学級の活動が「生徒主導」─「教
師主導」という主導権の次元の２つの次元を設定できた。
つまり，学級の雰囲気が活動的であったかそうでなかっ
たのか，そうした学級の活動をリードしていたのは生徒
だったのか教師だったのか，という２つの次元で，学級
集団の体験事例は分類可能であった。これら２つの次元
をもとに，４つの学級集団タイプに分類することができ，
その特徴を以下に示す。
タイプⅠ「創発学級」：生徒主導で，活動的な学級集
団である。生徒たちは，主体的で自律的，行動的であり，
いろいろな活動に対して積極的に取り組む学級である。
このタイプの学級は生徒が中心となってイベントに向け
て取組み，生徒同士が協力して自主的に活動していく特
徴がある。
タイプⅡ「放任学級（生徒階層型学級）」：教師の指導
はおこなわれず，生徒の自主性に任せるという名目で放
任されている。生徒主導的であるが，活動は静的で停滞
気味である。人間関係は固定化されており，そのため生
徒集団に階層性があり，ときにいじめが発生する。一部
の生徒が教室内の勢力をもち，集団活動ができにくい学
級である。
タイプⅢ「安定学級（専制型学級）」：教師が中心的な
学級であり，無気力な教師，独裁的な教師の影響を受け
る。生徒たちは委縮し，学級集団に無関心，受動的な態
度である。学級全体が教師による専制的な管理によって
統制されているような学級である。
タイプⅣ「安心学級（教師リーダーシップ型学級）」：
教師がアイディアをぶつける，イベントなどを仕組むこ
とが多く，教師がリーダーシップをとりながら生徒を
引っ張っていく。生徒たちの活動は，教師のもとで活発
であり，協力的である。
従来の学級経営は，学級に所属する生徒集団をどのよ
うに安全に生活させ，かつ効率よく学習を進めていくか
を目標として，その指導に苦心してきた。そのため，学
級経営における集団指導の理想形は教師リーダーシップ
型であると考えられてきた。しかし，現代社会ではより
創造的で自律した人間が求められ，現代の教育において
も，生徒による自主的な集団活動が求められており，そ
のことが創発学級を提唱する主な要因となっている。
ところが，こうした創発学級を導く教育指導は，有効
な学級経営の方法であると理解できても，実際の学校現
場においてどのような指導をおこなえば，創発学級を導
くことができるかについて疑問や不安を抱いている教師
は多く，従来通りの教師主導的な集団指導スタイルから
抜け出せないでいる。
本研究の目的
本研究では，創発学級を導いたと思われる事例，また
は，部分的に創発的な生徒の活動が見られる事例を分析
し，創発的な活動を導く上での教師の取組みや指導方法
の傾向から創発学級を導いた事例をタイプ別に分類する
ことで，創発学級を導く教師の学級経営の方法について
明らかにすることを目的とした。
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２．方　　法
１　協力者：現職教員72人。
２　手続き
⑴　彼らは，まず，創発学級に関する概念や創発事例に
ついて説明を受け，質疑応答をおこなった。
⑵　十分に理解したことを確認した上で，「協力者自身
が指導して導いた創発学級と思われる学級事例につい
て記述してください」という教示のもと一斉に記述が
求められた。
⑶　記述事例から創発学級を導いたと思われる事例，ま
たは，部分的に創発的な生徒の活動が見られる事例を
選び，その中で小中高の学校の別，教師の性別，生徒
の様子や指導方法で傾向の違うものを取り上げた。下
記の表２に示したように，９事例であった。
表２　本研究で取り上げた学級事例の問題点と特徴
事例 校種 性別 問題点・特徴
１ 小学校 女性 やんちゃな男子生徒・学級全体
のマンネリ化
２ 小学校 男性 集中力がなく，授業と遊びの区
別がつかない
３ 小学校 男性 能力はあるが，自分からリーダー
をしたがらない生徒
４ 小学校 女性 生活態度が悪く，学級に馴染め
ない転入生
５ 中学校 女性 様々な問題を抱えた生徒が集
まった学級
６ 中学校 男性 荒れた学級・生徒リーダー不在
７ 中学校 女性 教師不信・荒れた学年
８ 高校 女性 一人ひとりの能力は高いが問題
生徒が集まる学級
９ 高校 男性 一匹狼的で，すぐ面倒がる生徒
が多い学級
３．結　　果
それでは，表２で取り上げた事例についてみていくこ
とにする。
事例１（小学校女性教師）
小学校５，６学年の学級を２年間に渡って学級担任を
したときの事例である。学級は18人の少人数の単学級。
生徒たちは１年生からずっと学級替えがなく，担当した
５年生のときの印象は，素直であるけれど，何となく覇
気がない感じだった。
18人の狭い人間関係のなかで，この子がリーダー，こ
の子はリレーの選手，この子はのんびり屋さんなど，す
でに各自の役割や性格が固定され，回りの人たちからも
そのように認知されていた。生徒たちにとっての大きな
変化は，転入生が入ってくることや学級担任教師が変わ
ることくらいであった。
３月となり，６年生への進級を目の前にして，学級の
生徒たちに「６年生を送る会」での出し物を自分たちの
力で作り上げてはどうだろうかと提案した。学級会で話
し合いを繰り返し，「劇をやること」「台本はＳ子が作成
すること」「先生は協力するが，余計な口出しはしない
こと」が決められた。
台本担当のＳ子は一番悩んでおり，担任教師は「ここ
はこうしたらいいんじゃないかな」と思うことはたくさ
んあったが，「先生どう思う？」とＳ子に相談されるまで，
口出しはしなかった。Ｓ子の頑張りもあり，いつも同じ
仲間同士で家族のようにのんびりしていた生徒たちの目
が輝き，なんとか劇は仕上がり，６年生になる前に学級
が一つとなった。
６年生の夏休みを過ぎて，秋には市内音楽会が開催さ
れていた。その頃，学級では男子５人のなかのリーダー
的存在であるＹ男が少し反抗的な態度を見せるように
なっていた。Ｙ男が反抗的になっていくことは他の男子
もその方向に引っ張り，向かわせることに繋がることで
あり，早いうちに手を打つ必要があった。そんな時期の
音楽会であった。
小規模の小学校でもなにか特色をもたせたいと，その
学校では高学年には全員，金管バンドに参加させていた。
Ｙ男は，ユーフォニウムという柔らかい音色の楽器を
やっており，そこで担任教師はユーフォニウムが主役で
ある曲を選び，Ｙ男に「この曲で出ようと思うんだけど，
頑張ってみないか？」と声をかけた。Ｙ男はしばらく考
えて，「頑張ってみたい」と答えた。それからの練習は
Ｙ男が中心になることで，他の男子たちもうまくその流
れに乗ってくれ，無事，曲は完成し，音楽会では大きな
拍手をもらい，生徒たちは高い達成感を感じたようだ。
事例２（小学校男性教師）
小学校４年生の学級担任のときの事例である。その学
級は，男女半々で30人，とても元気で明るく活動的であっ
た。学習でも遊びでも，みんなでワイワイ盛り上がる雰
囲気があった。しかし，元気がありすぎて授業と遊びの
区別がつかず，集中しなければならない場面で私語を止
められないなど，けじめがつけられない生徒も見られた。
５月に入り，運動会の話し合いがおこなわれる頃，学
級目標は「いろんなことにチャレンジしよう」であった
こともあり，運動会への参加を活発にし，学級を盛り上
げようと考えた。生徒たちに「どんな運動会にしたい？」
と尋ねると，当然「絶対優勝！」と返ってきた。そこで，
まずは，教師がリーダーシップを取りながら，応援の練
習，種目の練習を重ねていった。
このとき，ポイントとなったのはお調子者であるが，
熱い気持ちをもったＡ君であった。Ａ君は応援団にも立
候補し，声が枯れるまで頑張り，みんなを引っ張った。
初めは，担任教師のリーダーシップから始まったが，し
だいにＡ君を始めとする数人のリーダーが出て，教師の
指示がなくても，Ａ君たちを中心に昼休みなどで自主的
に声を掛け合いながら練習する姿が見られた。運動会で
は今まで練習してきた成果が実り，優勝することができ
た。この結果，人一倍はげしい練習を実行したことで，
運動会での高い達成感を得，生徒たちの自信に繋がった。
その後のいろんな行事でも自発的に行動する生徒たちが
増え，生活面，学習面ともによい影響が見られた。
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事例３（小学校男性教師）
小学校３年生の学級担任をしたときの事例である。男
子生徒で比較的，力がありそうなＡがいた。だが，Ａは
自分に自信がもてないのか，教師に対してはあまり心を
開かず，係や班のリーダーなどにはなりたがらなかった。
学級の他の生徒はＡの力を認めており，Ａは遊びなどの
場面では中心となって力を発揮していた。学級担任とし
ては，彼に何か仕事を任せたいと考えていた。
Ａの様子を見ていると，型にはまったリーダーなどは
やりたがらないが，それ以外の場面では力を発揮してい
ることがわかってきた。そこで，Ａに給食のお代わり係
をやらせることにした。「お代わり係」などという係は
当然であるが，正規の係として存在していたわけではな
い。30年近く学級担任を務めたが，この係を設けたのは
この年が最初で最後であった。その係は彼一人で，彼は
喜んで引き受けてくれた。本来であれば，給食係，学級
担任などの仕事分担であるのだが，すべてを彼に任せる
ことにした。もとより学級の他の生徒たちはＡの力を認
めていたため混乱もなく，一年間務め上げた。学級担任
としてはAの言動を容認し，見守っていった。その後高
学年になったＡを再度担任することになったが，学校行
事の様々な場面でＡがリーダーシップを発揮する姿を見
ることができた。
事例４（小学校女性教師）
ある小学校で５年生を学級担任していたときの事例で
ある。この学校はオープンスクール制度を導入し，生徒
の自主性を伸ばしたり，個性を尊重したりすることを学
校目標に掲げていたこともあり，生徒たちを信頼して任
せる学級経営をおこなうことを考えた。学級の生徒たち
に話したことは次の２点であった。「それぞれのねらい
を明確にしていこう」「困ったらそのねらいに立ち返っ
て考えよう」だった。具体的には，実行委員制を取り入
れた。実行委員は学級で２～４人で，その時々で交代し
た。実行委員を中心に学級で話し合ったり，実行委員が
活動しやすいようにみんなで役割分担しながら，協力す
ることを確認した。
初めの課題は運動会であった。実行委員を中心に話し
合うなかで，リレーは走るのが早い人ではなく，走るこ
とが好きでリレーに出たい人のなかから選出することに
なった。次に，個人走のレース順はくじ引きで決めるこ
とになった。運動会の学級のめあては「一人ひとりが主
役の運動会を！」だったので，その決定事項からめあて
を実現できた。
この運動会をスタートとして，さらに，校外学習，宿
泊学習，学級内レク，６年生を送る会などもそれぞれ実
行委員を中心としてみんなで話し合い，学級のめあてを
決め，その役割分担をし，協力し合って実現に努めた。
あるとき，「学級みんなで育てたさつまいもをどうす
るか」と学級での話し合った。夏休み明けに転入し，学
力が低く，生活態度があまりよくないＡ男が「スイート
ポテトなどは家で作ることができるが，焼き芋は家では
やりにくいので焼き芋大会にしたい」と提案した。みん
なもその案に賛成した。そして，彼が中心となり，みん
なも役割分担して協力し，焼き芋大会を成功させること
ができた。すると，転入以来，一匹狼的存在だったＡ男
の所に男女を問わず生徒たちが集まるようになった。ま
た，「校外学習のとき，どこで解散するのか」をめぐっ
て熱のこもった話し合いになった。通常は学校まで戻っ
てきて解散となるが，話し合いを重ね，帰路のグループ
下校での安全などを慎重に判断して，駅解散を決めたり
した。
このように，実行委員制を導入して，学級の生徒たち
を信頼し，それぞれの学級行事の計画・実行について生
徒たちの主体性に任せる経験を重ねていくと，生徒たち
は自分たちで主体的に考え，実行する楽しさ，おもしろ
さを実感するようになった。配慮を要するような事項で
学級担任が専決したいといっても，自分たちで話し合っ
て決めたいと能動的で積極的な姿勢が見られるように
なった。また，転入生が，中心となって焼き芋大会を成
功させたことにより，転入生が本当の意味で学級の一員
となり，友だちの輪に入ることができた。創発的な学級
づくりをめざすと，生徒たちが自主的な行動を取るよう
になるとともに，彼らの人間関係も良好となった。
事例５（中学校女性教師）
中学校１年の学級担任のときの事例である。その学校
は１学年２学級の小規模校であった。しかし，学校選択
制度のある狭い区であったため，じつに12の小学校から
入学してくる生徒たちで構成されていた。また，中国，
韓国，フィリピンの国籍をもち，日本語が保護者も含め
て通じにくい生徒たち，あるいは小学校のときは不登校
で，ほとんど学校に通学してなかった生徒たち，ADHD
の診断を受けて服薬中の生徒，小学校・中学校と私立学
校受験に失敗した生徒，と様々な生徒がいた。
そんな生徒に関する情報を入学前から把握していたの
で，入学に際して生徒たちの落ち着かない様子を想定し
ていた。だが，実際には，学級では互いに知らない生徒
ばかりに囲まれて過ごす緊張感が強かったのか，予想に
反して学級の生活や授業はとても静かでおだやかな始ま
りだった。それと同時に，中学校に入学して「頑張ろ
う」と意欲も感じられ，おそらく，小学校では様々な問
題を抱えていた生徒たちも少なからずいたはずであった
が，とにかく彼らの意欲を認め，ほめた。また，毎日「中
学校の授業は楽しいよ」と具体的な例をあげて話をした。
勉強は楽しい，分かることは大事で幸せなことだと，学
ぶことの意識づけを繰り返しおこなった。
５月の運動会練習では，担任が指示を出すことがほと
んどだった。結果は，残念なものとなってしまった。勝
敗はどうであれ，全員参加できたことをとにかくほめた。
ここまでは教師主導でおこなうと当初から決めていた
流れであった。学校行事を通して，生徒たち一人ひとり
の性格も個性も徐々にわかってきた。その後は生徒主導
に移行させるために学級委員に発言させたり，考えさせ
たりする場面を増やしながら，何人かの生徒を候補とし
て生徒リーダーの育成をおこなった。
そんななかで，校内合唱コンクールの準備が始まった。
担任は音楽科担当であり，他の学級担任のように指導す
れば当然文句が出ると思われたので，ここでは合唱コン
クール実行委員の生徒たちに合唱練習を託すことにした。
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実際，生徒たちだけでおこなう練習は難航したようで
あった。実行委員の生徒に毎日報告させていたが，練習
を始めたばかりの頃は，あまりよい表情でないことが多
かった。女子生徒から「先生は見に来てくれないんです
か」といわれることもあったが，「悪口や嫌なことをい
う雰囲気があれば必ず連絡ください」と伝えるだけにし
た。
練習は難航したものの繰り返すうちに，生徒たちは少
しずつ上達した。週に一度の音楽授業で，合唱の上達や
学級の雰囲気が次第によくなっていく様子を見て取るこ
とができた。その結果，合唱コンクールではよい結果を
出すことができ，ステージで歌い終わった後の生徒たち
の晴れやかな表情は素晴らしいものだった。
３月に，この１年で最も思い出に残った出来事をあげ
させたとき，ほとんどの生徒が合唱コンクールをあげて
いた。生徒たちだけの苦しい練習を乗り越えて合唱コン
クールの成功を勝ち取ることで，学級の仲間との友情や
信頼感を実感できたのではないだろうか。
事例６（中学校男性教師）
中学校２，３年生の学級担任を務めたときの事例であ
る。その学年は「荒れた学年」とレッテルを貼られた生
徒たちで，彼らが中学校に入学してからの１年間は問題
行動の連続であった。私は他の学年担当であったので，
あまりこの学年とは関わりがなかった。だが，彼らが２
年生に進級してから，私もその学年担当となり，学級編
成から関わった。新年度４月には１年生からの学級担任
は２人しか残らなかった。
彼らは回りのことには無関心，勝手な行動を取る，生
徒リーダーが不在という状況であった。とくに生徒リー
ダーは，自覚が足りなかったり，学級で選ばれたリーダー
にもかかわらず，みんなの協力が得られないことが１年
生のときに繰り返されていた。このような生徒たちの学
級の担任教師としては，これまでの学級経営と同様に生
徒リーダーを選出し，生徒リーダーと協議しながら学級
経営をおこなった。しかし，１ヶ月も経たないうちに生
徒リーダーはまったく役割を果たせず，これが日常生活
や授業にも影響がでて，気がつけば当たり前だと思って
いた学校ルールもおろそかになっていた。このままでは
いけないと気を取り直し，生徒リーダーたちと話し合い，
再度学級ルールづくりから始め，「どんな学級が理想な
のか」，つねに話し合いをするようにし，生徒リーダー
たちや他の生徒たちに自覚を促した。
そんなとき，ポイントとなったのがＡ君とＢさんで
あった。２人とも１年生のときは，生徒リーダーともく
されながらも，その当時の学年の教師たちからは「リー
ダーとしての能力は不十分」とみなされていた。中学校
では学校行事への取組みを境として，学級集団形成の大
きな転機となることが多かった。２人を学校行事の生徒
リーダーとして，一生懸命行事に取り組んだことから
徐々に達成感を感じ，２人が変わり始め，それと同時に，
学級のみんなも少しずつ一体感をもち始めた。
３年生になると，さきの２人以外の生徒たちも学校行
事等の活動で自信を得，生徒リーダーとして役割を担う
ようになった。卒業式では，これまででは考えられなかっ
た「感謝」の気持ちを表すことができるようになった。
事例７（中学校女性教師）
中学校１年生からすでに荒れていた学年を指導したと
きの事例である。暴力やいじめが多発し，教室に入らず
廊下でたむろする生徒たち，暴れると手がつけられない
生徒たち，毎日同時多発的に事件が起こっていた。
このような荒れた状態に対処するために，まずは何が
あってもとにかく生徒たちの話を聴く，生徒の声に耳を
傾けることに努めた。なぜそういう荒れや暴力を起こし
たのかを理解しようと努めた。なにか問題があったとき
は家庭訪問し，保護者と一緒にどうしてそういうことを
するのか，どこに原因があり問題があるのか考え，改善
できるように共に頑張っていきましょう，と声をかけた。
こうした家庭訪問などの問題生徒対策を繰り返している
うちに，小学生の頃からいろんな事情で，大人不信，教
師不信だった生徒たちが少しずつ心を開いてくれるよう
になった。
そんななかで，１年生の最後の行事「３年生を送る会」
の取組みに入ったとき，教師が計画を立て，生徒一人一
役で必ず役割を分担し，劇が成し遂げられるように取り
組ませた。そのとき，いつもひょうきんで，男子からも
女子からも好感をもたれていたＡ君が，出し物「演劇」
の責任者に立候補した。彼はユーモアもあり，人間味
のある生徒だったので，自然と回りの生徒たちもまとま
り，劇は大成功だった。上級生から大いに褒められ，他
学年の先生からも評価され，声をかけられたこともあっ
て，生徒たちはいつも以上に達成感を味わい，自信がつ
いたようだ。いじめをしていた気分屋のB子も，重要な
役割を与えられ，自分が生徒リーダーと認められたこと
をきっかけに，少しずつ学校文化に順応していった。
その後も体育祭や校外学習，合唱コンクール等の行事
をおこなうたびに，生徒たちはそれぞれ役割を分担し，
互いに協力しあって役割を果たし，その達成感を実感で
きたことで自信を深めて成長していった。そのことも
あって，頻繁に起こっていた授業妨害やいじめもいつし
か減っていき，落ち着いた学年，学級へと変化していった。
事例８（高校女性教師）
高校３年生の学級担任のときの事例である。この学年
は問題のある生徒が多く，学級替えの学年会議で，担当
することになった学級にも問題のあるとみなされる生徒
が多くいた。
この学級には２つの問題があった。１つは学級成員の
構成上の問題であった。やんちゃな男子，活発な女子，
おとなしい女子が１：１：１の割合で，女子が多かった。
それで，やんちゃな男子とおとなしい女子がうまくいく
のか心配であった。２つは，教室の位置が他の３年生の
教室と別の階にあり，学年から孤立してしまう心配が
あった。
案の定，１学期の授業が始まると，遅刻者が多く，赤
点者が続出し，数字的にはやはり悪い学級といえる内容
であった。最初，管理型の学級経営をおこなおうと考え
たが，生徒たちが高校３年生でもあり，そんな管理型
の指導などもう時代遅れなのかもしれないと考え直し，
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ちょうど生徒たちの進路希望情報の収集のこともあり，
とりあえず生徒全員と個別に面談することにした。面談
をおこなってみると，一人ひとりの生徒はとてもおもし
ろく，パワーがあり，明確な進路希望をもっていた。そ
して，彼らは１，２年生のときに学校でとくに対教師関
係であまりよい思い出をもっていないこともわかった。
そこで，次の２点に絞って，学級経営をおこなうことに
した。まず，「学級で楽しく過ごさせる」ことを目指して，
一人ひとりを注意深く観察し，彼らの特徴や長所，協力
的なふるまいなどについて認め，ほめることを心がけた。
次に，「彼らに学級運営を任せてみる」ことにした。す
ると，少しずつ学級のまとまりがでてきて，遅刻者も減
り，最終的な進路実績もよい学級になった。
そのとき，ポイントになった生徒は，かなり問題生徒
の男子だった。彼は教師に強く反発することはなかった
が，だらしなく，成績も悪かった。しかし，この生徒は
誰にでも分け隔てなく接することができた。男子でも，
女子でも，仲の良い友人でも，あまりよく知らない生徒
でも，自然体で話すことができた。この生徒がネットワー
クの中心となり，様々なイベントで学級を盛り上げてく
れた。とても居心地のよい，他の学級の生徒からも羨ま
しがられるような雰囲気のよい学級となった。
11月には学級遠足の行事があり，そこで本当に信頼し
あえる一体感が生まれたと思われる。受験生になり，こ
の時期，学校行事をおろそかにする生徒が増えていた
が，この学級は全員出席で，企画の段階からとても盛り
上がっていた。驚いたのがバスの席や班を決めるのもく
じ引きでおこなったことである。高校生ともなると，特
定の仲間としか組みたがらないことも多いが，「せっか
くだからバラバラにしよう」という提案がすんなり通り，
学級全体の仲の良さを実感した。
担任は生徒たちで物事を決めるとき，口出しはせずに
見守っていることがほとんどであった。生徒たちは生徒
たちで担任教師を仲間の１人として扱ってくれているよ
うだった。
事例９（高校男性教師）
教員になって10年ほど経った頃，２校目の赴任先で高
校３年生の理系学級を受け持った事例である。もともと
その学年の雰囲気は良好であり，とくに大きな問題や事
件もなく，順調に過ごしてきた生徒たちであった。理系
の学級ということもあり，とくに男子に「一匹狼」のよ
うな生徒が多く集まり，学級全体のことを考えて何かし
ようとなると，すぐ「面倒くさい」と放り出してしまう
点が新学期から見られた。
そんななかで，学級委員長及び副委員長の二人は，学
級の実情をことあるごとに担任に話してくれた。そのた
め，個性的な学級の生徒たちの特徴を知ることができた。
１学期中に文化祭の企画を決める際，私からは「文化祭
の主役は君たちである」旨の話をし，学級全員が主体と
なって自分たちの文化祭の思い出を作るように意識づけ
をおこなった。このとき，その２人と文化委員，危機感
をもった数人の女子生徒たちが率先して企画立案し，な
かなか動こうとしなかった男子グループの説得，協力を
求めた。少し頑固であった男子もその熱意に押され，少
しずつ学級の活動に前向きに取組むようになった。
その甲斐もあり，文化祭の準備では多くの生徒が居残
りで作業に取り組み，買い出しや工作，色塗りから装飾，
衣装作りとそれほど作業日数がないなか，よく頑張って
いた。担任教師がしたことといえば差し入れと違反箇所
の確認，車を出す程度のことであった。初めの頃はなん
となくバラバラだった学級の様子も，日を追うごとにま
とまりを感じるようになり，頼もしさまで感じるほどに
なった。文化祭終了後には心地よい疲労感と満足感が彼
らを覆っていた。
その後も，学級の一体感を感得した彼らは体育祭等で
も大活躍し，学級がスタートした当初は，ほとんど会話
もなかったような生徒たちであったが，互いに応援し合
えるまでに学級として成長していった。男女関係なく，
学級の仲間を応援し合っている姿は自分の学級の生徒た
ちを誇らしく思える瞬間であった。
４．考　　察
担任教師の学級経営の仕方は，学級がどのような特徴
をもつ生徒たちから構成されているのか，開始時の学級
の雰囲気や教室ルール等の順守の程度などによって違っ
てくる。具体的には，前学年において反学校的・反学級
的行動がどの程度みられたかによって，担任教師の学級
指導への取組みが異なってくるといえよう。例えば，荒
れた学年・学級であったのか，学級崩壊がみられたのか，
陰湿ないじめなどがあった学級か，不登校の生徒やその
他の問題を抱えた生徒たちがいたのか，担当する学年が
１学年かなどによって，情報収集や事前準備への取組み
や学級経営の方針に違いがでてくる。ここでは，さきの
９つの事例につき検討することで，創発学級を導く学級
経営の方法について考察を進める。
⑴　承認・信頼関係重視型
次の３つの事例は学級開始の段階から上述したいくつ
かの困難を抱えていたのである。事例５は様々な問題を
抱えた生徒たちが集まった学級であった。事例７は前年
度荒れた学年であり，多くの教師に不信感をもつ生徒た
ちから成る学級であった。事例８は学年教師集団が問題
生徒扱いする多くの生徒たちから成る学級であった。そ
れぞれの担任教師は，学級開始時から問題を抱えていた
生徒たちを中心に，学級の全生徒たちとの承認・信頼関
係の構築に取り組んだ。
「系統発生は個体発生を繰り返す」という諺がある。
それは新たな教師―生徒関係に入った場合，その新しい
学級集団において，教師と生徒，生徒間において相互に
信頼し尊重する関係が成立しないことには，教育関係も
成立しないし，生徒同士の人間関係も成立しない。教師
が一方的に生徒たちを尊重し信頼しても，生徒たちが教
師を尊重し信頼することがなければ，相互の信頼や尊重
が成立せず，教育的関係は一方的なままであり，コミュ
ニケーションも創発的な関係が成立していないことにな
る。教師が教育的愛をベイスにして一方的に生徒たちを
尊重し信頼したとしても，彼らからの尊重や信頼がなけ
れば，教育的関係は未成立のままである。
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そのため，まず，各教師はそれぞれの生徒たち，なか
でも問題生徒たちにつき多くの情報を得，彼ら自身や彼
らの抱えている家庭状況や友だち状況につき理解を進め
ながら，彼らのこれまでの状況や存在の文脈に沿って教
育計画を立て，教育的対応をおこなうことで，新しい学
級における彼らへの承認を始めていくことが大事になる。
とくに，問題を抱えた生徒や学級であったなら尚更のこ
とである。
高校生対象の事例８は，学年教師集団から問題生徒扱
いされていた。担任教師は３学年でもあり，生徒たち一
人ひとりにつき理解を深めるために面談をおこなった。
彼らそれぞれの状況や存在に関する情報を得，確認する
ことから始めた。その面談からわかったことは，これま
での対教師関係でうまくいかなかった生徒が多いこと，
彼ら一人ひとりは個性的でパワーがあり，明確な進学希
望をもっていることなどの情報を得ることができた。
担任教師は教師不信感を払拭する対策をとった。１つ
は，「できるだけ楽しい学級，学校生活をおこなえる」
ように工夫した。そのため，地道ではあるが，担任は彼
らの毎日の行動を注意深く観察し，彼らの特徴や行動な
どを認めていくことで，彼らを承認し，信頼関係を築い
ていった。２つは，生徒たちに「学級運営を任せる」こ
とにした。すると，彼らに自主性がでて，学級が少しず
つまとまっていった。教師の生徒への承認・信頼醸成の
活動が伝わっていったといえよう。
この学級が創発学級になったターニング・ポイントは，
生徒リーダーとしてある男子生徒が出現してからだ。彼
はだらしなく成績も悪かったが，誰とでも分け隔てなく
接することができ，学級ネットワークの中心となり，様々
なイベントで学級を盛り上げていったことに起因してい
た。担任教師は彼らを見守っていることがほとんどであ
り，彼らは担任教師を仲間の一人として扱ってくれたの
である。
中学生対象の事例７は，「荒れていた学年」であり，
担任教師は，生徒たちの話を聴き，問題が起これば家庭
訪問し，保護者を含めて話し合った。そうした生徒本位
の情報収集と問題生徒たちへの話し合い交流の繰り返し
が彼らの心を開かせることに成功した。彼らは小学生の
頃からいろんな事情で大人不信，教師不信に陥ったこと
がわかった。
この学級のターニング・ポイントは，「３年生を送る会」
の出し物「演劇」の責任者にＡ君がなってからだ。彼は
いつもひょうきんで，ユーモアもあり，人間味のある生
徒だったので，回りの生徒たちも自然とまとまり，劇は
大成功した。その後も，体育祭や校外学習，合唱コンクー
ル等の行事をおこなうたびに，生徒たちはそれぞれ役割
を分担し，互いに協力しあうことで，その達成感を実感
でき自信を深めていった。そのこともあって，頻繁に起
こっていた授業妨害やいじめもいつしか減っていき，落
ち着いた学年，学級へと成長できた。
事例５は，多くの小学校出身や他国籍出身の生徒，不
登校者，服薬中の生徒，受験失敗組の生徒たちで構成さ
れていた。そのため，落ち着きのない学級の様子が予想
されたが，至って学級の生活や授業が静かでおだやか
だった。担任教師は，彼らの学習意欲や生活意欲を認め，
それをほめて，互いの信頼構築のベースにした。そして，
中学校では勉強は大切であり，学ぶことは楽しい，とエー
ルを送り続けた。
ターニング・ポイントは，担任教師が音楽担当であっ
たこともあり，合唱コンクール実行委員の生徒たちに合
唱練習を託したことだった。本番までにはいろいろな問
題はあったが，生徒たちだけの苦しい練習を乗り越えて
合唱コンクールの成功を勝ち取り，学級の仲間との友情
や信頼感を実感できたのではないだろうか。
以上のように，これら３つの事例はいずれも女性教師
の担任学級であった。この担任たちは，学級初期に，女
性教師である強みを活かして問題生徒たちあるいは学級
の生徒たちに寄り添い，注意深く観察することで，彼ら
のふるまいや行動を承認し信頼することで，感情的なつ
ながりをもつように努めた。こうした女性教師特有の情
緒的な支援によって，生徒たちは徐々に心を開いていっ
て自分自身を変えることができ，生徒間のネットワーク
を構築することにつながった。そして，それぞれの学級
が別個のきっかけを通して創発学級へと自己組織化する
ことで，それぞれの学級での連帯を強め，彼ら自身への
自己信頼をそれぞれ高めていったといえる。
⑵　生徒リーダ育成型
あるできごとをきっかけとして自己組織化が生じ，創
発学級を導くには，学級のなかでリーダーシップを発揮
し，学級全体に変容を及ぼすきっかけづくりをする生徒
リーダーの存在が重要である。しかし，学級によっては
生徒リーダーが存在しないまたはその生徒のリーダー
シップが十分でない場合もある。事例６の前半のように
学級で生徒リーダーを決めてもうまく機能しない場合も
ある。そこで，学級をうまく引っ張っていくまたは学級
の変容へのきっかけを与えることのできる生徒リーダー
の発掘や育成は必要である。
このタイプの学級事例は事例１，３，６で見られる。
例えば，事例１は，初めは教師が中心となって活動して
いた学級で，教師から少々問題児でもあったＹ君に歩み
寄り，うまくＹ君のリーダーシップを引き出すことに成
功し，創発学級へと導いている。この学級は１学年から
18人の単学級であり，生徒たちはずっと学級替えがなく，
素直であるけれど，何となく覇気がない感じであったと
いう。
彼らは，狭い人間関係のなかで，この子がリーダー，
この子はいつものんびり屋さんなど，すでに各自の役割
や性格などが固定され，周りの人たちからもそのように
認知されていた。これらの生徒たちにとって大きな変化
のきっかけとなるのは，転入生が入ってくることや担任
教師が変わることくらいであった。そのようななかでの
さきの担任教師による仕掛けであった。音楽会では保護
者らみんなから大きな拍手をもらい，生徒たちは高い達
成感と自信を深め自律的になっていって，６年生になっ
ても責務を見事に果たした。
事例６は，「荒れた学年」の生徒たちで，問題行動の
連続であった。彼らは，回りのことには無関心，勝手な
行動を取る，生徒リーダーは不在だった。担任教師は，
従前の学級経営手法と同じく生徒リーダーを中心とした
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学級経営を辛抱強く実施することで，１度はうまくいか
なかったが，再度生徒たちに働きかけることで，まとま
りのある学級づくりに成功した。
40人の多くの生徒たちから成る学級で毎日長時間学習
し生活するには，学級ルールを順守し協調的な行動を必
要とする。しかしながら，多くの問題行動を取る生徒た
ちがいるとなると事情は違ってくる。生徒リーダーだけ
では学級はうまく機能せず，学級ルールも守れない。担
任教師は，その対策として，「学級ルールの明確化と再
確認」「学級理想の話し合い」「生徒リーダーや他の生徒
たちの自覚促進」の３点を掲げ，学級経営に乗り出した。
問題生徒を多く抱えた学級では生徒リーダーだけで自治
的な学級経営ができるはずもなかった。
そうした担任教師の地道な取組みもあったが，創発学
級へのターニング・ポイントとなったのがＡ君とＢさん
であった。生徒リーダーのこの２人が学校行事に懸命に
取り組んでいったので，みんなも少しずつ変わった。次
の学年では，さきの２人以外の生徒たちも学校行事等の
活動で自信を得，生徒リーダーとして役割を担うように
なった。卒業式では，「感謝」の気持ちを表すまでに成
長が見られ，「荒れる学年」イメージはなくなっていった。
さきの事例からわかるように，小学校，中学校でも学
校行事への取組みを境に大きな転機となることが多いと
いわれる。これらの学校行事への取組みをきっかけとし
てさきの事例でも，教師が最初にリーダーシップを発揮
しながら生徒たちを指導し，その指導過程において生徒
のリーダー的能力を見極め，リーダーとしての役割を付
与することで，創発的な学級経営を導いている。
⑶　リーダーシップ移行型
リーダーシップ移行型としては，事例２，４，９が該
当する。３事例とも，最初から学級状況が比較的に良好
であったことが特色である。事例２は遊びと学習の区別
ができず，少々集中力が散ってしまいがちな学級であっ
た。担任教師は，早めに対策を立て，５月の運動会行事
にポイントを当て，うまく生徒を奮い立たせ，運動会に
向けて意欲を引き出すことに成功している。具体的には，
学級目標を定め，それぞれの学校行事ごとにもテーマを
もち，初めに担任教師が先頭に立って大枠としての計画
や役割分担などを決めていくことでリードした。次に，
役割分担に沿って生徒リーダーに順次リーダーシップを
移行していった。それぞれの役割遂行では生徒リーダー
たちの工夫や協力が見られた。その後の学校行事におい
て，彼らの創意工夫と協力によって自己組織化していき，
創発学級へと変容している。
事例４は，学級制度として実行委員制を導入し，それ
ぞれの行事などで２～４人ほどの実行委員を決定し，話
し合いにおいても生徒主体で問題を解決する創発的な学
級を導いている。
この事例は対象生徒が５年生であったこともあり，担
任教師は最初から生徒たちを信頼して生徒たちに任せる
学級経営をおこなっている。
そして，生徒主導の学級経営をおこなっていく際の原
則として次の２点を確認している。１つは，「それぞれ
のねらいを明確にしていこう」「困ったらそのねらいに
立ち返って考えよう」であった。２つは，実行委員を中
心に学級みんなで話し合い，実行委員が活動しやすいよ
うにみんなで役割分担し，協力していくことを確認した。
このように，実行委員制を導入して，学級の生徒たち
を信頼し，それぞれの学級行事の計画・実行について生
徒たちの主体性に任せる経験を重ねていくと，生徒たち
は自分たちで主体的に考え，実行する楽しさ，おもしろ
さを実感していった。
事例９は，一匹狼的な生徒が多い学級で，文化祭に向
けて「主役は君たちだ」と呼びかけた。しかしながら，
学級としてなかなか動きださなかった。学級委員や文化
委員，危機感をもった数人の女子生徒たちが率先して企
画立案し，男子グループの説得，協力を求めた。少し頑
固で動く気配のない男子もその熱意にしだいに押され，
少しずつ学級の活動に前向きになった。いったん動きだ
すと，理系男子の特徴か，日を追うごとに活動的になり
まとまりを感じるようになった。その後，学級の一体感
を得た彼らは体育祭等でも活躍し，学級として成長して
いった。
これらの事例では，教師が担任した後，すぐに生徒主
体に移り，教師の役割は見守りが中心になって，創発学
級へと生徒同士で自己組織化していった例である。
⑷　教師の直接的な指導と任せる・見守る指導
担任教師の指導の方法は事例により異なり，大別する
と教師が直接的に指導を行っている事例と，任せる・見
守り指導が中心である事例がある。直接的な指導はとく
に事例１，２，５，７で見られる。これらの事例では最
初に教師のリーダーシップによる学級経営をおこなって
いるが，後に生徒たちのなかからリーダーが現れ，リー
ダーを中心に創発的な学級へと変化している。逆に，任
せる・見守りの指導が中心である事例は，事例４，８，
９があり，教師が初めに学級ルールづくりをおこなった
り，生徒たちに対して呼びかけをおこない，生徒の創発
性を発揮させるものであった。直接的な指導をおこなっ
ている事例は，見守りが中心である事例に比べ，比較的，
荒れていたり，まとまりがないような学級であることが
わかる。校種別で比較しても，直接的指導をおこなった
事例はいずれも小・中学校のものであり，見守り中心の
事例は事例４を除き，どちらも高校の事例である。つま
り，学級の状態が比較的落ち着いている事例では，教師
が見守り中心の対応で創発学級を導いている。また，直
接的な指導をおこなっている事例では，初めに教師によ
る直接的な指導や教師のリーダーシップで生徒を導き，
後に生徒主導となり，教師の対応は直接的な指導から見
守りへと変化している。最初は教師主導であっても，最
終的に創発学級となるには教師が直接的な指導をおこな
わずとも，生徒が自律的に活動できる学級環境の整備が
必要であるといえる。
本論文は創発学級を導いた事例を取り上げたが，実際
の教育現場における学級環境はそれぞれでまったく異な
り，事例と同じように指導をしたから必ずしもうまくい
くとも限らず，逆にまったく違った指導方法でも創発学
級を導くことができる可能性がある。大切なのは担任教
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師が生徒を理解し，良好な信頼関係を築き，生徒のもつ
ポテンシャルを引き出すことである。これからの社会で
は主体性や自主性をもった人たちがより一層必要とされ，
そういう資質をもつ彼らを育てるためにも創発学級を導
くことは非常に重要なものとなってくるだろう。
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